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単位：千円

48,800

施策全体にかかる合計コストの推移

市政懇談会（年5回開催）への参加者数（その他市民参加による意見交換会などは含まない）

840 900

400人

27年度

107,221

69,322直接事業費

＊岡谷市の現状のうち、この施策にとって強み／弱みとなる要因

66,421 59,238 61,169

46,400

26年度 28年度

合計コスト

人件費 40,800

98,918 107,569

703

118,122

今後の外部環境の変化 ＊29年度以降に予測される社会・経済などの環境変化のうち、この施策に具体的に影響する要因

不利に働
くもの

施策の現状評価 ＊28年度に施策の目的がどこまで達成できたか、施策の進行状況に関する順調／不調の判断

施 策 評 価 表

＊第4次総合計画における目標指標の達成状況（最終年度：30年度）

30年度27年度
単位

目標値

指標説明

32.9 82.3% 40.0 40.0％ 31.0 32.4 40.0

①

作成者

施策指標の達成状況

248

29年度（予算）

＊項目6より「直接事業費」「人件費」の合計を自動表示

39,680

710
男女共同参画に関する講演会
などへの延べ参加者数

人

年度28

１次評価日（課長等）

２次評価日（部長等）

評価対象年度 平成

●施策の実施内容（DO）

実績値 達成率 目標値実績値

204

施策指標名

市民参加による意見交換会な
どへの延べ参加者数

28年度

102.5%

②

●施策の評価（CHECK）

少子高齢化。人口減少。

861

29年度
目標値

370

審議会などにおける女性委員
の割合

26年度

男女共同参画に関する講演会等に参加した延べ人数。

実績値

340

870

指標説明

施策名

企画政策部 企画課

第４次総合計
画におけるこ
の施策の目的

③

・市民参画の推進では、中学生の意見や考え方を把握するため、総合戦略の具体的な事業については、
子ども議会を開催し、後期基本計画の具体的な事業については、明日の岡谷を考える懇談会を開催する
とともに、市民との対話を大切にするため、市制懇談会等を開催し、市民総参加の機会の拡充を図っ
た。
・地域コミュニティの醸成では、区長会へ情報提供等を行い、地域コミュニティとの連携を図った。
・男女共同参画の推進では、男女共同参画おかやプランⅤに基づき各種事業を推進するとともに、市民
との協働による意識啓発を行うため、講演会等を実施した。

216

指標説明

60.0%

施策の概要

岡本　典幸

16-1

この施策の主
な内容（細施
策）

市民の市政への参加意識を高め、市民の声を施策に反映し、市民の力をまちづくりに活
かす。

担当部課 課等

有利に働
くもの

特になし。

岡谷市の
強み

男女共同参画の推進においては、長野県男女共同参画センターが岡谷市内に設置されているこ
と。また、男女共同参画推進市民の会が組織され、積極的に活動している。

岡谷市の
弱み

特になし。

市民総参加のまちづくり コード

（１）市民参画の推進（２）地域コミュニティの醸成（３）男女共同参画の推進

様式第６号
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公
共
施
設

建
設

 ●基本的な考え方

 ●30年度の優先度

優先し
て実施
する分
野

市民総参加のまちづくり推進事業について、様々な手法により市民への情報発信や意見聴取の
機会の充実を図っている。しかしながら市政懇談会や市の行事などへの参加者は決まってい
る。意見についても苦情や特定の方からが多い。そのためにサイレントマジョリティの意見を
聴取し、状況を把握することが必要である。

男女共同参画推進事業について、女性活躍推進法が施行され、男女共同参画推進の１つの手段
として、女性の活躍が推進されている。この視点を男女共同参画プランどのように位置づけ、
取り組むか検討が必要である。

平成30年度　施策を構成する事務事業の方向性

見直し
を行う
分野

一
般

一
般

様
　
　
式

一
般

内
部

公
共
施
設

＊優先して実施する分野＝優先度がA・Bの事業：拡大する事業や新規事業の内容、優先的に実施する理由
＊見直しを行う分野　　＝優先度がC・Dの事業：見直しの内容、見直しや廃止をする理由

1,750
1,741

4,000
100.0

直接事業費・人件費の単位：千円

公
共
施
設

区会議員の女
性登用率

川岸支所運営
事務

6403,351
1,822

な
し

100.0

48,795

％

4,000
100.0

＊方向性が「継続」の事業についてA～Cを、「新規事業」の事業についてAをランク付
け。方向性が廃止、完了、統合となっている場合は「-」を付する。
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一
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推進事業
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女性相談事業
カウンセリン
グで効果の
あった人数

8,000

800
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施設稼働率
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4,000湊支所運営事
務

84.5

－
85.7

79.7

100.0

1
な
し

2

4

3

5

な
し

コミュニティ
事業（旧区長
会運営事業）

16,295

な
し －

対象地区世帯
数（区加入
者）
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28年度

市民総参加の
まちづくり推
進事業

105
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－
－

105

－

－

16,454

－

指標名 単位

まち・ひと・
しごと創生推
進事業

100.0

標準9

12

人

7
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270
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4,422
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2,412100.0

100.0
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講座、会議等
の定員に対す
る参加者数

人
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実施
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27年度
妥
当
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成果指標新
規
事
業 29年度

事務事業名 27年度

人件費

●改善の内容（ACTION）／次年度の計画（PLAN）
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